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平
成
二
十
五
年
の
年
末
に
あ
た
り
、
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
、
昨
年
末
に
発
足
い
た
し
ま
し

た
安
倍
内
閣
が
七
月
の
参
議
院
選
を
圧
勝

し
た
結
果
、
ね
じ
れ
国
会
が
解
消
さ
れ
、

政
権
が
絶
対
安
定
多
数
に
達
し
た
年
と
な

り
ま
し
た
。
緊
急
全
国
世
論
調
査
（
読
売

新
聞
）
で
も
、
ね
じ
れ
解
消
へ
の
支
持
が

六
十
一
％
に
も
達
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
足
の
引
っ
張
り
合
い
ば
か
り
で

遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
政
治
へ
の
、
国
民

か
ら
の
強
烈
な
ダ
メ
出
し
だ
っ
た
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
今
、
国
民
が
求
め
て
い
る

の
は
、
ま
さ
に
、
法
案
成
立
・
政
策
決
定
・

政
策
遂
行
と
い
っ
た
一
連
の
流
れ
に
対
す

る
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
ブ
レ
の
な
い
政
治

以
外
の
何
物
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
と
強
く

実
感
い
た
し
ま
す
。

同
様
の
こ
と
は
柔
整
業
界
に
お
い
て
も

い
え
る
わ
け
で
す
が
、
奇
し
く
も
本
年
は
、

皆
様
ご
周
知
の
通
り
、
日
整
並
び
に
本
会

の
公
益
社
団
と
し
て
の
初
の
役
員
選
挙
の

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
日
整
で
は
、
工
藤

鉄
男
新
会
長
の
も
と
、
そ
の
最
重
要
ポ
ス

ト
と
も
い
え
る
総
務
部
長
に
は
、
本
会
前

会
長
の
豊
嶋
良
一
先
生
が
就
か
れ
、
今
日

ま
で
山
積
さ
れ
て
い
た
業
界
関
連
の
公
務

を
凄
ま
じ
い
日
程
で
こ
な
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
本
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
櫻

田
裕
新
会
長
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
発
令
に

沿
い
、
次
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
、
執
行
担

当
部
間
の
横
の
連
携
強
化
、
業
界
関
連
団

体
と
の
積
極
的
な
対
話
等
々
を
重
点
遂
行

事
項
と
し
て
、
よ
り
機
能
的
で
活
動
的
な

執
行
部
体
制
作
り
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
な
日
整
豊
嶋
総
務

部
長
、
本
会
櫻
田
会
長
の
両
輪
の
取
組
み

姿
勢
こ
そ
、
全
国
に
組
織
の
在
り
方
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
他
な
ら
ぬ
会
員
の
皆
様

に
有
形
無
形
の
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で

あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
に
あ
る
役
員
の

一
人
と
し
て
、
私
自
身
も
「
行
動
す
る
事

は
少
し
も
恐
れ
は
し
な
い　

恐
れ
る
の
は
、

た
だ
無
為
に
時
を
過
ご
す
事
だ
け
だ
」
な

る
名
言
（
チ
ャ
ー
チ
ル
）
を
肝
に
銘
じ
、

大
変
微
力
な
が
ら
、
精
一
杯
尽
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
折
に
触
れ
、
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
の
程
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
会
員
の
皆
様
並
び
に
ご

家
族
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念

い
た
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

 
ご　

挨　

拶

公
益
社
団
法
人 

宮
城
県
柔
道
整
復
師
会　

副
会
長　
　

目　

時　
　
　

誠

●
●
●

副
会
長
挨
拶
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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公益社団法人日本柔道整復師会
第34回 東北学術大会宮城大会

開催報告
平成25年7月21日㈰
仙台国際センター

　

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
一
日
（
日
）

仙
台
国
際
セ
ン
タ―

に
お
い
て
第
三
十
四

回
東
北
学
術
大
会
宮
城
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
、
東
日
本
大
震
災
の

発
生
か
ら
二
年
が
経
過
し
て
の
再
開
と
な

り
ま
す
。
各
被
災
地
で
は
復
興
の
遅
れ
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
県
内
外
か

ら
約
五
六
〇
人
も
の
方
々
が
訪
れ
、
待
ち

に
待
っ
た
大
会
と
言
え
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

大
会
は
、
開
会
の
時
点
で
す
で
に
満
席

と
な
り
急
遽
増
席
し
、
皆
様
の
本
学
会
に

対
す
る
熱
意
が
伝
わ
る
開
会
式
と
な
り
ま

し
た
。

〈
特
別
講
演
〉

「
歴
史
か
ら
学
ぶ
」

　

伊
達
家
三
十
四
世

　

仙
台
伊
達
家
十
八
代　

当
主

伊
達　

𣳾
宗　

様伊達家34世　仙台伊達家�8代当主　伊達　𣳾宗　様

公益社団法人　宮城県柔道整復師会
櫻田　裕　会長

公益社団法人　日本柔道整復師会
工藤　鉄男　会長
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一
般
市
民
の
方
々
も
多
数
参
加
さ
れ
る

中
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
仙
台
（
伊
達

藩
）
の
歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

〈
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
〉

「
柔
道
整
復
師
と
介
護
保
険
に
つ
い
て
」

　

─�

機
能
訓
練
指
導
員
と
し
て
現
場
で
直

ぐ
に
実
践
で
き
る
運
動
実
技
を
含
め

た
必
要
なskill

─

　
（
公
社
）
日
本
柔
道
整
復
師
会
保
険
部

　

介
護
対
策
課　

三
谷　
　

誉　

先
生

藤
田　

正
一　

先
生

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
柔
道
整
復
師
が
地
域

支
援
事
業
に
参
入
し
た
際
の
運
動
実
技
を

含
め
た
必
要
なskill

を
、
現
場
で
実
践

で
き
る
よ
う
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
当
初
か
ら
、
盛
況
の
た
め
増
席
と

な
り
、
介
護
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〈
研
究
発
表
〉

　

陳
旧
性
足
関
節
内
反
捻
挫
を
有
す
る
患

者
に
お
け
る
身
体
各
部
の
主
訴
（
疼
痛
）

に
つ
い
て青

森
県　
　

谷
川　
　

弘　

先
生

　

シ
ン
ス
プ
リ
ン
ト
に
対
す
る
Ｄ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

テ
ー
ピ
ン
グ
の
応
用

秋
田
県　
　

森
元　

利
和　

先
生

公益社団法人　日本柔道整復師会　保険部
介護対策課　三谷　誉　先生

公益社団法人　日本柔道整復師会　保険部
介護対策課　藤田　正一　先生
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特
徴
的
な
姿
勢
を
と
る
一
側
肩
筋
部
痛

四
症
例
か
ら
の
一
考
察

岩
手
県　
　

田
頭　

一
志　

先
生

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
規
制
緩
和
と
医
療
の
行
方

山
形
県　
　

原
田　

洋
典　

先
生

　

構
造
的
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
障
害
発
生
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
及
ぼ
す
力
学
的
影
響

福
島
県　
　

鴫
原　

一
信　

先
生

　

い
わ
ゆ
る
「
柔
整
捻
挫
・
挫
傷
」
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
の
考
察

─
上
肢
に
つ
い
て
─

　
　

宮
城
県

　
　
　

宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」

　
　
　
　
　
　
　
　

構
築
研
究
委
員
会

委
員　
　
　
　

田
村　
　

博　

先
生

委
員
長　
　
　

岩
佐　

和
之　

先
生

前
副
委
員
長　

新
井
田
一
吏　

先
生

〈
実
技
発
表
〉

　

肩
周
辺
の
過
剰
緊
張（
肩
こ
り
を
含
む
）

へ
の
臨
床
実
技

青
森
県　
　

千
葉　
　

歩　

先
生

宮城県　岩佐　和之　会員　実技発表

研究発表者

　

足
ア
ー
チ
テ
ー
プ
の
効
用

秋
田
県　
　

佐
藤　

智
之　

先
生

　

有
窓
テ
ー
ピ
ン
グ
の
応
用

岩
手
県　
　

小
山
田
徹
男　

先
生

　

即
、
そ
の
場
で
痛
み
を
取
る
キ
ネ
シ
オ

テ
ー
ピ
ン
グ
法

山
形
県　
　

奥
山　

治
朗　

先
生

　

足
踵
組
織
（heel�pad

）
の
退
縮
や
萎

縮
に
よ
る
踵
骨
痛
（painful�heel

）
に

対
す
る
テ
ー
ピ
ン
グ
法
の
工
夫
・
第
２
報

宮
城
県　
　

岩
佐　

和
之　

先
生

宮城県「柔道整復学」構築研究委員会
田村　博　委員

　

足
関
節
捻
挫
の
再
発
予
防
に
お
け
る

テ
ー
ピ
ン
グ
方
法
の
一
考
察�

「
中
間
位
固

定
と
足
の
形
状
を
考
え
る
」

宮
城
県　
　

藤
井　

裕
文　

先
生
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〈
医
療
機
器
展
示
会
〉

　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
主
催
の
最
新
医
療
機

器
展
示
会
を
共
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
、
全
体
を
通
し
て
大

変
興
味
深
い
発
表
が
多
く
、
出
席
さ
れ
た

方
々
は
、
熱
心
に
研
鑽
を
積
ん
で
い
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
学
術
研
鑽
の
場
に
積
極
的
に

参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待
い
た
し
ま
す
。

文
責　

学
術
部
長　

千
葉　

昌
彦

　

研
究
発
表
者
、
実
技
発
表
者
は
、
以
上

の
通
り
で
す
。

　

研
究
発
表
・
実
技
発
表
は
、
普
段
の
施

術
に
す
ぐ
に
で
も
役
立
つ
内
容
の
も
の
が

多
く
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

研
究
発
表
、
実
技
発
表
、
ラ
ン
チ
ョ
ン

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
立
ち
見
が
出
る
程
の
熱

気
あ
ふ
れ
る
中
、
盛
会
裡
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

実技発表者

宮城県　藤井　裕文　会員　実技発表
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本
会
公
益
事
業
の
み
や
ぎ
「
復
興
支
援

人
」
協
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
は
れ
ば
れ
教

室
～
は
、
第
四
回
を
九
月
に
石
巻
会
場
、

第
五
回
を
十
月
に
気
仙
沼
会
場
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
二
十
二
、
二
十
三

年
度
に
実
施
し
た
「
健
康
い
き
い
き
運
動

教
室
」（
柔
道
整
復
師
が
行
な
う
運
動
機

能
低
下
予
防
教
室
）
の
発
展
型
と
し
て
、

平
成
二
十
四
年
度
か
ら
「
介
護
予
防
初
期

支
援
多
業
種
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
へ
形

態
を
変
え
、
今
年
で
二
年
目
の
事
業
と
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
後
の
被
災
地

に
お
け
る
「
認
知
症
及
び
心
の
ケ
ア
」「
口

腔
機
能
低
下
予
防
」「
低
栄
養
問
題
」「
運

動
機
能
低
下
に
伴
う
閉
じ
こ
も
り
、
う
つ

病
」
と
い
っ
た
生
活
不
活
発
病
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
い
ち

早
く
医
療
現
場
の
専
門
職
が
「
復
興
支
援

人
」
と
し
て
、
日
常
生
活
圏
域
に
お
い
て
、

被
災
者
の
方
々
の
生
活
再
建
を
支
援
し
、

被
災
者
自
身
の
復
興
の
足
掛
か
り
と
な
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

生
活
機
能
向
上
事
業

　

第
4
回
・
第
5
回

み
や
ぎ
「
復
興
支
援
人
」
協
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
は
れ
ば
れ
教
室
～　
開
催
報
告

　

医
療
保
険
業
務
に
携
わ
る
医
師
、
歯
科

医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、
栄
養
士
、
歯

科
衛
生
士
、
柔
道
整
復
師
な
ど
の
多
業
種

が
、
協
力
・
行
動
（
協
動
）
す
る
と
い
う

趣
旨
の
も
と
、
日
本
初
の
「
介
護
予
防
初

期
支
援
多
業
種
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
と

し
て
企
画
・
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
も
本
会
が
主
催
者
と

な
り
、
宮
城
県
、
石
巻
市
、
気
仙
沼
市
、

宮
城
県
看
護
協
会
、
宮
城
県
栄
養
士
会
、

宮
城
県
歯
科
衛
生
士
会
を
は
じ
め
多
数
の

共
催
・
後
援
を
い
た
だ
き
、
各
地
域
の
会

員
の
協
力
の
も
と
、
本
事
業
が
無
事
成
功

裡
に
終
了
し
ま
し
た
こ
と
を
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

文
責　

介
護
企
画
推
進
室　

室
長

松
元　

浩
二
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開催日 開催場所 講話・実技内容等 参加人数

平成25年
9月1日
（日）

石
巻
市

石
巻
市
総
合
体
育
館

①元気・長生きのコツ
　「ココロもからだも生き生き元気に過ごすために…」
　　講師：公益社団法人　宮城県看護協会

保健師　早坂　律子先生
②食べて健康
　「いつまでも元気で生き生きと生活できるため」
　　講師：公益社団法人　宮城県栄養士会

尚絅学院大学非常勤講師　片倉　成子先生
③お口と健康
　「口腔ケアでさわやか生活」
　　講師：宮城県歯科衛生士会　石巻支部

歯科衛生士　清水　純子先生
④足腰の元気
　「膝痛・腰痛予防！健康いきいき運動教室」
　　講師：公益社団法人　宮城県柔道整復師会

介護企画推進室 副室長　若井　　晃先生

109名

平成25年
10月6日
（日）

気
仙
沼
市

気
仙
沼
市
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

①元気・長生きのコツ
　「ココロもからだも生き生き元気に過ごすために…」
　　講師：公益社団法人　宮城県看護協会

保健師　熊谷　和江先生
②食べて健康
　「いつまでも元気で生き生きと生活できるため」
　　講師：公益社団法人　宮城県栄養士会

尚絅学院大学非常勤講師　片倉　成子先生
③お口と健康
　「口腔ケアでさわやか生活」
　　講師：宮城県歯科衛生士会　気仙沼支部

歯科衛生士　和田　初穂先生
④足腰の元気
　「膝痛・腰痛予防！健康いきいき運動教室」
　　講師：公益社団法人　宮城県柔道整復師会

介護企画推進室 室員　早坂　　健先生

108名

はればれ教室　石巻市総合体育館

公益社団法人　宮城県柔道整復師会
櫻田　裕　会長
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はればれ教室　石巻市総合体育館

公益社団法人　宮城県看護協会
保健師　早坂　律子　先生

宮城県歯科衛生士会　石巻支部
歯科衛生士　清水　純子　先生

公益社団法人　宮城県柔道整復師会
若井　晃　先生
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はればれ教室　気仙沼市民健康管理センター

公益社団法人　宮城県柔道整復師会
櫻田　裕　会長

各団体による健康相談、質問コーナー

公益社団法人　宮城県看護協会
保健師　熊谷　和江　先生

公益社団法人　宮城県栄養士会
尚絅学院大学非常勤講師　片倉　成子　先生
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はればれ教室　気仙沼市民健康管理センター

公益社団法人　宮城県柔道整復師会
早坂　健　先生

宮城県歯科衛生士会　気仙沼支部
歯科衛生士　和田　初穂　先生

ミズノ株式会社　足型診断＆足と靴の相談会

公益社団法人　宮城県柔道整復師会　気仙沼地区の先生方
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平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
三
日
（
土
・

祝
日
）
ネ
！
ッ
ト
Ｕ
仙
台
市
情
報
産
業
プ

ラ
ザ
（
ア
エ
ル
五
階
多
目
的
ホ
ー
ル
）
に

お
い
て
「
第
十
回
い
い
日
い
い
汗
栄
養
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
公
益
社
団
法
人
宮
城
県

栄
養
士
会
が
主
催
と
な
り
、
歯
科
医
師
会

や
薬
剤
師
会
、
看
護
協
会
、
臨
床
検
査
技

師
会
な
ど
が
参
加
し
て
、
県
民
の
健
康
の

一
助
と
な
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
本
会
も
共

催
団
体
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

【
宮
城
県
柔
道
整
復
師
会
ブ
ー
ス
の
内
容
】

　

柔
道
整
復
師
に
よ
る
、
首
・
肩
・
腰
・

膝
な
ど
の
痛
み
健
康
相
談

【
本
会
か
ら
の
参
加
者
】

　

保
険
部　

若
井　
　

晃　

会
員

　
　
　
　
　

藤
井　

裕
文　

会
員

　
　
　
　
　

越
後　

勇
人　

会
員

　
　
　
　
　

早
坂　
　

健　

会
員

【
活
動
方
法
】

1 

．
首
・
肩
・
腰
・
膝
な
ど
の
運
動
器
に

対
す
る
健
康
相
談
と
ア
ド
バ
イ
ス

2
．
本
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

3 

．
協
賛
品
の
配
布
（
宮
城
県
「
柔
道
整

復
学
」
構
築
学
会
賛
助
会
員
か
ら
の
協

賛
品
）

4
．
会
員
（
施
術
所
）
の
紹
介

5 

．
本
会
活
動
内
容
、
柔
道
整
復
パ
ネ
ル

掲
示

　

本
会
の
ブ
ー
ス
に
は
多
数
の
一
般
市
民

来
場
者
が
訪
れ
、
か
ら
だ
の
痛
み
な
ど
の

困
り
事
の
相
談
を
さ
れ
ま
し
た
。
対
応
し

た
保
険
部
員
が
昼
食
を
と
る
時
間
も
な
い

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、
部
員
が
親
身
に
耳

を
傾
け
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
栄
養
ま
つ
り
で

は
、
多
く
の
方
々
に
柔
道
整
復
師
に
対
す

る
理
解
が
得
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

参
加
し
た
様
々
な
職
能
団
体
と
も
円
滑
な

相
互
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
今
回
、宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」

構
築
学
会
賛
助
会
員
各
社【
グ
ロ
ー
バ
ー
、

カ
ナ
ケ
ン
、
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
パ
ー

ル
シ
ャ
ー
プ
、
ダ
イ
ヤ
工
業
、
順
不
同
】

か
ら
多
数
の
協
賛
品
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

文
責　

保
険
部

  
平
成
25
年
度 

第
10
回

  
い
い
日
い
い
汗
栄
養
ま
つ
り  

参
加
報
告
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平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
七
日
（
日
） 

仙
台
医
健
専
門
学
校
を
会
場
に
、
平
成

二
十
五
年
度
介
護
保
険
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
介
護
保
険
改
正
に
伴

い
、
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
様
々
な
シ
ス

テ
ム
の
変
更
が
、
厚
生
労
働
省
所
管
社
会

保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
に
て
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
介
護
企
画
推
進
室
は
、
会

員
（
柔
道
整
復
師
）
が
機
能
訓
練
指
導
員

と
い
う
資
格
の
も
と
で
、
介
護
事
業
に
参

入
す
る
最
終
目
標
と
し
て
の
通
所
介
護
施

設
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
）
開
設
に
向
け
た

様
々
な
研
修
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
平
成
二
十
七
年
度
改
正
が
行
な
わ

れ
る
と
、
柔
道
整
復
師
が
通
所
介
護
施
設

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
）
を
開
設
す
る
た
め

の
ハ
ー
ド
ル
が
さ
ら
に
高
く
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

通
所
介
護
施
設
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
）

開
設
を
検
討
さ
れ
て
い
る
会
員
に
お
い
て

は
、こ
の
介
護
保
険
制
度
改
正
前
の
今
（
一

年
半
）
が
参
入
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
と
な

り
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
様
々
な
準

備
等
が
必
要
に
な
る
の
で
、
そ
れ
に
向
け

た
情
報
共
有
を
目
的
に
研
修
が
行
な
わ
れ

介
護
保
険
研
修
会　
開
催
報
告

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
宮
城
県
保
健
福
祉
部　

長
寿

社
会
政
策
課
よ
り
講
師
を
派
遣
い
た
だ
い

て
の
第
一
部
、
介
護
企
画
推
進
室
に
よ
る

第
二
部
の
構
成
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

柔
道
整
復
師
が
機
能
訓
練
指
導
員
と

し
て
第
8
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で

の
権
益
確
保
に
向
け
た
最
終
の
取
組
み
の

第
一
歩
と
し
て
実
施
し
た
研
修
会
で
し
た

公益社団法人　宮城県柔道整復師会
櫻田　裕　会長
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が
、
参
加
し
た
会
員
六
十
六
名
は
真
剣
に

受
講
し
、
内
容
の
濃
い
有
意
義
な
研
修
会

と
な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

介
護
保
険
研
修
会
内
容

第
一
部
「
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
」

　

講
師　

宮
城
県
保
健
福
祉
部

　
　
　
　

長
寿
社
会
政
策
課　

主
幹

小
玉　

直
文　

様

　

①
宮
城
県
の
高
齢
化
の
現
状

　

②
宮
城
県
の
高
齢
化
の
将
来
推
計

　

③
介
護
保
険
（
要
介
護
状
態
区
分
）

　

④ 

介
護
保
険
（
要
介
護
等
認
定
の
全
体

の
流
れ
）

　

⑤
介
護
保
険
（
一
次
判
定
の
概
要
）

　

⑥ 

宮
城
県
に
お
け
る
要
介
護
・
要
支
援

者
数
の
推
移

　

⑦
介
護
保
険
（
俯
瞰
図
）

　

⑧
介
護
保
険
（
費
用
の
推
移
）

　

⑨
介
護
保
険
（
保
険
料
の
比
較
）

　

⑩ 

介
護
保
険
制
度
改
正
の
こ
れ
ま
で
の

取
組
（
三
年
ご
と
の
改
正
）

　

⑪ 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
の
た
め

の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
概
要

　

⑫
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
（
概
要
）

　

⑬ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

⑭ 

宮
城
県
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
数

　

⑮ 

在
宅
と
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
整
備
）

　

⑯ 
別
添
資
料　

宮
城
県
市
町
村
別
保
険

料
（
月
額
）
一
覧

第
二
部
「
平
成
二
十
七
年
度
介
護
保
険
改

正
に
伴
う
地
域
包
括
ケ
ア
の
動
向
に
つ
い

て
」

　

～
柔
道
整
復
師
が
介
護
分
野
に
参
入
す

る
た
め
に
～

　

講
師　

介
護
企
画
推
進
室

　

副
室
長　

若
井　
　

晃

　
　

室　

員　

中
川　

裕
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
坂　
　

健

1 

、
広
域
サ
ー
ビ
ス
か
ら
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
へ
の
変
革

　

①
背
景

　

② 

第
四
十
六
回
（
八
月
二
十
八
日
） 

社

会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会

　

③ 

第
四
十
八
回
（
九
月
十
八
日
） 

社
会

保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会

　

④ 

平
成
二
十
六
年
度
ま
で
に
開
業
し
な

い
と
い
け
な
い
理
由

　

⑤
開
業
方
法
1

　

⑥
開
業
方
法
2

　

⑦
メ
リ
ッ
ト

　

⑧
デ
メ
リ
ッ
ト

2 

、
地
域
支
援
事
業　

日
常
生
活
総
合
支

援
事
業
に
つ
い
て

　

①
地
域
支
援
事
業

　

②
日
常
生
活
総
合
支
援
事
業

3
、
地
域
ケ
ア
会
議
に
つ
い
て

　

① 

第
六
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

に
向
け
た
準
備

　

② 

「
地
域
ケ
ア
会
議
」
を
活
用
し
た
個

別
課
題
解
決
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
実
現
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ

　

③ 

「
地
域
ケ
ア
会
議
」
の
五
つ
の
機
能

宮城県保健福祉部　長寿社会政策課
小玉　直文　様
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④ 

市
町
村
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
（
概
念
図
）

　

⑤ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に

向
け
た
市
町
村
へ
の
期
待

　

⑥
地
域
ケ
ア
会
議
参
入
手
法

　

⑦
宮
城
県
の
現
状

　

⑧
当
会
公
益
事
業
（
八
つ
の
特
徴
）

　

⑨
宮
城
県
に
要
望
書
提
出
（
参
入
）

4 

、
地
域
包
括
ケ
ア
の
住
ま
い
（
地
域
）

の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

①
独
居
高
齢
者
の
推
移

　

②
認
知
症
高
齢
者
推
移

　

③ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
捉
え
方

　

④
高
齢
化
の
現
状

　

⑤ 

都
道
府
県
別
の
高
齢
者
人
口
の
推
移

　

⑥ 

国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
に

よ
る
将
来
見
込
み

　

⑦
新
設
住
宅
着
工
数
の
推
移

　

⑧
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
現
状
1
、
2

　

⑨
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
状
況

　

⑩
高
齢
者
向
け
住
宅
等
の
現
状

　

⑪ 

高
齢
者
向
け
住
宅
整
備
に
関
す
る
方

針

　

⑫
住
み
続
け
ら
れ
る
住
ま
い
の
実
現

　

⑬ 

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の

登
録
事
項

　

⑭ 

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
供

給
促
進
の
た
め
の
支
援
措
置

　

⑮
予
算
に
よ
る
支
援
措
置

　

⑯
融
資
等
に
よ
る
支
援
措
置
の
概
要

　

⑰
税
制
に
よ
る
優
遇
措
置

　

⑱ 

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
に

対
す
る
行
政
監
督

　

⑲
老
人
福
祉
法
の
特
例

　

⑳ 

平
成
二
十
四
年
度
診
療
報
酬
改
訂

　
　
（
在
宅
医
療
） 

　

㉑ 

平
成
二
十
四
年
度
診
療
報
酬
改
訂

　
　
（
在
宅
歯
科
医
療
） 

　

㉒ 

平
成
二
十
四
年
度
診
療
報
酬
改
訂

　
　
（
在
宅
薬
剤
管
理
指
導
業
務
） 

　

㉓ 

民
間
住
宅
活
用
型
住
宅
セ
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
整
備
事
業

　

㉔ 

高
齢
者
の
住
ま
い
に
関
す
る
情
報
提

供

　

㉕
今
後
の
高
齢
者
住
宅
の
需
要
予
測

5
、
介
護
予
防
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て

　

①
第
5
期
介
護
保
険
改
正

　

②
介
護
予
防
初
期
支
援
の
重
要
性

　

③
柔
道
整
復
療
養
費
制
度

　

④ 

柔
道
整
復
師
の
福
祉
支
援
と
役
割
・

目
的

　

⑤ 

認
知
症
５
ヶ
年
計
画
「
オ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
」

　

⑥ 

公
益
社
団
法
人　

宮
城
県
柔
道
整
復

師
会　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　

⑦ 

「
今
後
の
介
護
予
防
施
策
の
方
向
性

に
つ
い
て
」
の
提
案

　

文
責　

介
護
企
画
推
進
室　

室
長

松
元　

浩
二
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趣
旨

　

わ
れ
わ
れ
柔
道
整
復
師
は
、
国
民
医
療

に
お
け
る
部
分
医
療
従
事
者
と
し
て
地
域

医
療
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
介

護
保
険
制
度
に
お
い
て
も
機
能
訓
練
指
導

員
と
し
て
介
護
や
介
護
予
防
の
現
場
で
の

活
躍
の
機
会
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
今

後
到
来
す
る
高
齢
社
会
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
地
域
に
お
け
る
医
療
、

介
護
、
福
祉
の
未
来
へ
の
か
け
橋
と
し
て
、

今
日
ま
で
地
域
で
の
信
頼
、
絆
を
構
築
し

て
き
た
柔
道
整
復
師
が
適
任
で
あ
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、

本
会
に
お
い
て
も
柔
道
整
復
師
の
職
域
拡

大
に
向
け
て
介
護
予
防
事
業
部
を
設
立
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

背
景

　

平
成
二
十
三
年
度
に
介
護
事
業
企
画
室

が
発
足
し
、
会
員
向
け
介
護
事
業
研
修
会

の
開
催
に
よ
り
、
柔
道
整
復
師
の
介
護
事

業
分
野
に
お
け
る
質
的
向
上
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
対
外
的
に
は
、
多
業
種
連
携
に

よ
る　

み
や
ぎ
「
復
興
支
援
人
」
協
動
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
は
れ
ば
れ
教
室
～
の
開
催
、

仙
台
市
地
域
支
援
事
業
～
元
気
応
援
教
室

～
の
受
託
、
日
本
柔
道
整
復
師
会
補
助
事

業
で
あ
る
訪
問
機
能
訓
練
事
業
、
介
護
予

防
教
室
（
一
次
予
防
）
講
師
派
遣
事
業
等

を
実
施
し
、
行
政
機
関
お
よ
び
医
療
、
介

護
、
福
祉
の
各
団
体
と
の
交
渉
、
連
携
に

日
々
努
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
急
展
開

が
予
想
さ
れ
る
介
護
分
野
に
お
い
て
、
本

会
の
更
な
る
組
織
強
化
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

事
業
内
容

　

仙
台
市
地
域
支
援
事
業
～
元
気
応
援
教

室
～
の
運
営
管
理
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
連
絡
調
整
、
行
政
機
関
へ
の
提

介
護
予
防
事
業
部　
設
立
報
告

出
書
類
の
作
成
・
管
理
、
会
員
向
け
介
護

関
連
研
修
会
の
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
の
展
開
と
し
て
、
柔
道
整
復
師
が

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
そ
の

地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
に
、
機
能
訓
練
指

導
員
と
し
て
、
迅
速
、
柔
軟
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
本
会
の
介
護
予
防
事
業
に
お

け
る
組
織
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　

　

文
責　

介
護
企
画
推
進
室　

室
員

早
坂　

健
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平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
日
（
日
）

フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台
に
お
い
て
、
平
成
二
十

五
年
度
第
一
回
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

   

芦
澤
卓
也
理
事
の
司
会
進
行
の
も
と
、

松
元
浩
二
副
会
長
の
開
会
宣
言
に
続
い
て

櫻
田
裕
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

会
長
挨
拶
要
旨

　

五
月
十
二
日
に
現
執
行
部
を
拝
命
し
て

か
ら
五
ヶ
月
経
過
。
そ
の
間
、
五
月
末
に

宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」
構
築
学
会
、
七

月
十
九
日
、
二
十
日
に
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
柔

平成25年度
第1回臨時総会開催報告

平成25年10月20日㈰　開催
フォレスト仙台

道
大
会
、
日
整
学
術
大
会
を
開
催
。
皆
様

の
理
解
と
協
力
の
も
と
盛
会
裏
に
終
了
で

き
た
。 

　

本
日
、
臨
時
総
会
の
開
催
は
予
定
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
柔
道
整
復
師
過
剰
の
中
、

我
々
の
業
界
が
日
々
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ

せ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
四
月
か
ら
公

益
社
団
法
人
と
し
て
会
務
を
執
行
し
て
い

る
が
、
外
部
、
特
に
保
険
者
か
ら
指
摘
を

公益社団法人　宮城県柔道整復師会
櫻田　裕　会長　挨拶
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受
け
て
い
る
。
そ
れ
に
応
え
る
目
的
で
定

款
変
更
す
る
こ
と
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

会
長
挨
拶
に
続
い
て
、
議
長
に
は
佐
々

木
裕
忠
会
員
が
選
出
さ
れ
、
副
議
長
に
中

島
正
彦
会
員
を
指
名
。

　

総
会
員
数
三
八
二
名
に
対
し
、
出
席
三

〇
四
名
、
委
任
状
三
十
六
名
、
計
三
四
〇

名
で
定
款
第
三
章
第
十
八
条
、
正
会
員
の

過
半
数
を
上
回
る
出
席
に
よ
り
本
総
会
成

立
を
宣
言
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案
「
定
款
一
部
変
更
に
つ
い

て
」
議
場
承
認
三
〇
三
名
、
委
任
三
十
六

名
、
計
三
三
九
名
の
賛
同
に
、
定
款
第
三

章
第
二
十
一
条
第
二
項
に
よ
り
、
正
会
員

の
三
分
の
二
以
上
に
あ
た
る
多
数
の
承
認

を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
が
終

了
し
、
目
時
誠
副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
辞

で
平
成
二
十
五
年
度
第
一
回
臨
時
総
会
は

滞
り
な
く
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

文
責　

総
務
部
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一�

、
平
成
二
十
五
年
度
保
険
全
体
研
修
会

　

開
催
報
告

　

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
日（
日
）フ
ォ

レ
ス
ト
仙
台
に
お
い
て
、
平
成
二
十
五
年

度
保
険
全
体
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

東
北
厚
生
局 

指
導
監
査
課
か
ら
「
柔

道
整
復
師
の
施
術
に
係
る
療
養
費
に
つ
い

て
」
と
題
し
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

保
険
部
近
況
報
告

【
研
修
内
容
】

1 

．
健
康
保
険
法
に
お
け
る
療
養
の
給

付
に
つ
い
て
（
健
康
保
険
法
第
63
条

第
1
項
、
健
康
保
険
法
第
87
条
）

2 

．
柔
道
整
復
師
の
保
険
給
付

3 

．
柔
道
整
復
師
の
施
術
に
係
る
療

養
費
の
改
定
等
に
つ
い
て
［
平
成

二
十
五
年
改
正
］、［
平
成
二
十
二
年

改
正
］

4 

．
医
療
保
険
に
お
け
る
柔
道
整
復
師

の
責
務
（
協
定
書
別
紙
第
2
章
7
、

8
）

5 

．
保
険
施
術
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
協
定
書
別
紙
第
3
章
14
、
17
、
20
、

23
）

6 

．
領
収
証
及
び
明
細
書
の
交
付
（
協

定
書
別
紙
第
3
章
18
）

7 

．
指
導
・
監
査
に
つ
い
て
（
協
定
書

第
8
章
38
、
39
）

8 

．
事
務
手
続
（
届
出
書
様
式
1
号
、

様
式
2
号
、
様
式
2
号
の
2
、
様
式

4
号
）

公益社団法人　宮城県柔道整復師会
若井　晃　保険部長
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【
宮
城
県
柔
道
整
復
師
会
保
険
部
か
ら
情

報
提
供
】

　

1
．
自
賠
責
調
査
に
よ
る
件

　

2 
．
当
会
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
に
つ
い

て

　

3 

．
全
国
保
険
部
長
会
議
に
提
出
さ
れ

た
質
問
・
要
望
に
つ
い
て

【
宮
城
県
柔
道
整
復
師
会
介
護
事
業
企
画

推
進
室
か
ら
情
報
提
供
】

　
（
公
社
）
日
本
柔
道
整
復
師
会 
保
険
部

介
護
対
策
課
が
作
成
し
た
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
は
柔
道
整
復
師
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
て
い
く
の
か
？
」

　

内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
が
、
大

変
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
保
険
全
体
研
修
会
の
受
講
者
は

三
二
五
名
で
、
八
十
五
％
の
受
講
率
で
し

た
。
東
北
厚
生
局
の
指
示
に
よ
り
、
当
日

の
「
受
講
会
員
名
簿
」
は
東
北
厚
生
局
に

提
出
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

二�

、（
公
社
）
日
整�

全
国
保
険
部
長
会
議�

参
加
報
告

　

平
成
二
十
五
年
十
月
六
日
（
日
）、
日

本
柔
道
整
復
師
会
館
に
お
い
て
全
国
保
険

部
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
四
十
七
都
道
府
県
の
社
団
保
険
部

長
が
一
堂
に
会
し
て
、
各
県
が
抱
え
て
い

る
問
題
や
現
在
の
日
本
柔
道
整
復
師
会
の

動
向
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

会
議
冒
頭
で
は
、
健
康
保
険
組
合
連
合

会
医
療
部
長
か
ら
「
健
保
組
合
の
現
状
と

療
養
費
」
と
題
し
て
、
医
療
制
度
改
革
、

健
保
組
合
の
財
政
状
況
、
療
養
費
に
つ
い

て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
都
柔
道
接
骨
師
会
広
報

部
長
か
ら
「
柔
整
療
養
費
の
動
向
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
東
京
都
柔
道
接
骨
師
会

広
報
部
が
調
査
し
た
情
報
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
は
、
日
整
保
険
部
員
か
ら
「
各

県
で
抱
え
て
い
る
諸
問
題
に
つ
い
て
」
の

報
告
が
あ
り
、
そ
れ
に
関
し
て
の
多
岐
に

わ
た
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
県
の
厳
し
い
現
状
を
知
り
、
宮
城

県
で
の
各
保
険
者
、
厚
生
局
、
行
政
な
ど

関
係
団
体
と
の
良
好
な
関
係
は
、
こ
れ
ま

で
の
宮
城
県
柔
道
整
復
師
会
会
員
一
人
一

人
の
努
力
と
歴
代
の
役
員
に
よ
り
築
か
れ

た
結
果
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
る
と
と
も

に
、
こ
の
良
好
な
関
係
を
さ
ら
に
強
固
に

す
る
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
認
識
し
ま
し

た
。

三�

、
健
康
保
険
組
合
連
合
会
宮
城
連
合
会

情
報
交
換
会　

報
告

　

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
九
日
（
火
）

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
健
康
保
険
組
合

連
合
会
宮
城
連
合
会
（
以
下
、
健
保
連
宮

城
）
と
公
益
社
団
法
人
宮
城
県
柔
道
整
復

師
会
（
以
下
、
当
会
）
の
情
報
交
換
会
が

平
成
二
十
三
年
度
以
来
、
一
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

【
出
席
者
】

○ 

健
康
保
険
組
合
連
合
会
宮
城
連
合
会

　
（
九
組
合
十
六
名
）

　

東
北
電
力
、
七
十
七
銀
行
、
ユ
ア
テ
ッ
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ク
、
東
北
し
ん
き
ん
、
東
北
薬
業
、
宮
城

県
自
動
車
販
売
、
仙
台
銀
行
、
仙
台
卸
商
、

民
間
放
送
の
九
組
合
十
四
名
、
健
保
連
宮

城
事
務
局
二
名

○
（
公
社
）
宮
城
県
柔
道
整
復
師
会

　
（
会
長
、
両
副
会
長
、
理
事
六
名
）

　

情
報
交
換
会
冒
頭
に
お
い
て
、
当
会
松

元
副
会
長
よ
り
宮
城
県
柔
道
整
復
療
養
費

審
査
委
員
副
委
員
長
の
立
場
か
ら
「
柔
道

整
復
療
養
費
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
宮
城
県
内
の
審
査
状
況
や
療
養

費
の
改
定
に
伴
う
審
査
重
点
項
目
、
宮

城
県
の
見
解
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
申
請
書
や
施
術
録
の
記
載
や

算
定
方
法
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
、
健
保

連
宮
城
側
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

会
議
で
は
、健
保
連
宮
城
か
ら
の
質
問
・

要
望
事
項
と
し
て
「
療
養
費
支
給
申
請

書
に
つ
い
て
」、「
患
者
へ
の
対
応
に
つ
い

て
」、「
健
康
保
険
の
使
用
に
つ
い
て
」
な

ど
三
項
目
五
質
問
の
提
起
が
あ
り
、
各
々

の
質
問
・
要
望
事
項
に
対
し
て
回
答
し
、

医
療
保
険
に
お
け
る
責
務
に
つ
い
て
、
会

員
へ
徹
底
し
て
い
く
旨
を
伝
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
当
会
か
ら
柔
道
整
復
師
の
施
術

の
療
養
費
適
正
化
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

一
環
で
あ
る
「
被
保
険
者
等
に
対
す
る
照

会
へ
の
留
意
事
項
や
照
会
書
面
に
つ
い
て
」、

「
交
通
事
故
、
第
三
者
等
の
行
為
に
よ
る

傷
病
届
け
に
つ
い
て
」
の
質
問
・
確
認
を

行
い
、
健
保
連
宮
城
か
ら
回
答
を
受
け
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
当
会
の
活
動
や
療
養
費
取
扱
い

に
関
す
る
会
員
へ
の
研
修
活
動
や
指
導
内

容
を
伝
え
、
療
養
費
の
適
正
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
相
互
の
理
解
と
協

力
を
確
認
し
ま
し
た
。

四�
、
損
害
保
険
料
率
算
出
機
構
情
報
交
換

会　

報
告

　

平
成
二
十
五
年
九
月
十
日
（
火
）、
損

害
保
険
料
率
算
出
機
構
と
公
益
社
団
法
人

宮
城
県
柔
道
整
復
師
会
（
以
下
、
当
会
）

と
の
情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

損
害
保
険
料
率
算
出
機
構
か
ら
は
、
仙

台
自
賠
責
損
害
調
査
事
務
所
所
長
を
は
じ

め
、
自
賠
責
損
害
調
査
セ
ン
タ
ー
北
日
本

本
部
医
療
調
査
課
か
ら
専
門
担
当
者
四
名

を
含
む
五
名
と
、
当
会
か
ら
は
会
長
、
両

副
会
長
、
保
険
部
長
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
五
名
で
の
会
議
と

な
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
自
賠
責
の
取
扱
い
全
般
に
つ

い
て
、
医
科
と
の
治
療
部
位
相
違
に
つ
い

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
案
件
、
柔

道
整
復
師
の
請
求
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。
相
互
の
制
度
理
解
を
含
め
、
有
意
義

な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

文
責　

保
険
部
長　

若
井　

晃
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平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
日
、
大
崎
市

古
川
総
合
体
育
館
に
お
い
て
第
三
十
四
回

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
柔
道
大
会
・
第
二
十
一

回
東
北
少
年
柔
道
大
会
・
第
二
回
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
会
少
年
柔
道
形
競
技
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
三
十
七
回
厚
生
労
働
大
臣
旗
争
奪
日

整
全
国
柔
道
大
会
予
選
会
／
第
三
十
四
回

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
柔
道
大
会
に
は
、
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
会
各
県
か
ら
総
勢
十
九
名
の
選

手
が
出
場
。
当
会
か
ら
は
、
木
村
清
徳
監

督
率
い
る
四
名
、
五
十
歳
代
で
渡
部
康
光

会
員
、
四
十
歳
代
で
飯
野
勝
幸
会
員
、
三

十
歳
代
で
渡
邊
利
康
会
員
、
佐
藤
昭
彦
会

員
が
出
場
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

結
果
は
、
渡
部
康
光
会
員
、
飯
野
勝
幸

会
員
、
佐
藤
昭
彦
会
員
が
優
勝
、
十
月
十

四
日
に
講
道
館
で
開
催
さ
れ
る
日
整
全
国

柔
道
大
会
へ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
宮
城
県
チ
ー
ム
は
総
合
優
勝
を

獲
得
し
ま
し
た
。

　

第
二
十
一
回
東
北
少
年
柔
道
大
会
に
は
、

十
六
チ
ー
ム
八
十
名
の
少
年
少
女
が
集
結
。

宮
城
県
か
ら
石
巻
み
な
と
柔
道
会
、
木
村

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

第37回厚生労働大臣旗争奪　日整全国柔道大会予選会

第34回東北ブロック会柔道大会
日本柔道整復師会東北ブロック会

第21回東北少年柔道大会
第3回日整全国少年柔道形競技会　東北ブロック会予選会

第2回東北ブロック会少年柔道形競技会
平成25年7月20日㈯　大崎市古川総合体育館

結果報告

柔
道
館
、
大
崎
柔
道
ク
ラ
ブ
、
志
栄
會
凌

門
塾
、
白
石
三
省
塾
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
気
仙
沼
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
六

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
三
回
日
整
全
国
少
年
柔
道
形

競
技
会
予
選
会
／
第
二
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

会
少
年
柔
道
形
競
技
会
に
は
、蜂
谷
雄
大
・

阿
部
隼
祐
組
、
丹
野
桃
世
・
三
浦
凜
太
郎

組
が
宮
城
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

少
年
の
部
に
お
い
て
は
、
選
手
一
丸
と

な
り
善
戦
し
、
ま
た
素
晴
ら
し
い
投
げ
の

形
（
手
技
・
腰
技
・
足
技
）
を
演
技
し
ま

し
た
が
、
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
、
三
大
会
同
時
に
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
開
催
地
で
あ
る
大
崎
市
の

大
崎
市
柔
道
協
会
、
大
崎
柔
道
ク
ラ
ブ
を

は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
盛
況
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
通
り
と
な
り
ま
す
。
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〈
第
三
十
四
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
柔
道

大
会
結
果
〉

五
十
歳
代

　

優　

勝
：
渡
部　

康
光
（
宮
城
県
）

　

準
優
勝
：
太
田　

邦
雄
（
岩
手
県
）

　

第
三
位
：
深
谷　
　

純
（
福
島
県
）

　
　
　
　
　

遠
藤　

重
男
（
山
形
県
）

四
十
歳
代

　

優　

勝
：
飯
野　

勝
幸
（
宮
城
県
）

　

準
優
勝
：
亀
田　

泰
文
（
青
森
県
）

　

第
三
位
：
有
馬　
　

昇
（
秋
田
県
）

　
　
　
　
　

柴
田　

昌
一
（
山
形
県
）

三
十
歳
代

　

優　

勝
：
佐
藤　

昭
彦
（
宮
城
県
）

　

準
優
勝
：
佐
藤　
　

太
（
秋
田
県
）

　

第
三
位
：
工
藤　
　

渉
（
青
森
県
）

　
　
　
　
　

冨
田　

剛
史
（
山
形
県
）

二
十
歳
代

　

優　

勝
：
松
田　

幸
泰
（
秋
田
県
）

　

準
優
勝
：
及
川　

和
彦
（
岩
手
県
）

　

第
三
位
：
加
藤　

孝
瑛
（
山
形
県
）

　
　
　
　
　

松
浦　

毅
弘
（
福
島
県
）

第
三
十
七
回
厚
生
労
働
大
臣
旗
争
奪
日
整

全
国
柔
道
大
会
出
場
者

　

五
十
歳
代
：
渡
部　

康
光
（
宮
城
県
）

　

四
十
歳
代
：
飯
野　

勝
幸
（
宮
城
県
）

　

三
十
歳
代
：
佐
藤　

昭
彦
（
宮
城
県
）

　

三
十
歳
代
：
工
藤　
　

渉
（
青
森
県
）

　

二
十
歳
代
：
松
田　

幸
泰
（
秋
田
県
）

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
団
体
総
合
順
位

　

一
位
：
宮
城
県　

三
十
四
点

　

二
位
：
秋
田
県　

二
十
三
点

　

三
位
：
山
形
県　

十
七
点

神
谷
　

辰
彦
・
秋
田

工
藤
　
　

渉
・
青
森

小
松
　

孝
行
・
福
島

佐
藤
　

勝
幸
・
岩
手

佐
藤
　

昭
彦
・
宮
城

渡
辺
　

栄
一
・
山
形

渡
邊
　

利
康
・
宮
城

冨
田
　

剛
史
・
山
形

大
堀
　

俊
行
・
福
島

竹
内
　

公
悦
・
青
森

佐
藤
　
　

太
・
秋
田

佐
藤
　

直
樹
・
岩
手

30 歳代

加
藤
　

孝
瑛
・
山
形

逢
坂
　

昭
人
・
青
森

松
田
　

幸
泰
・
秋
田

及
川
　

和
彦
・
岩
手

松
浦
　

毅
弘
・
福
島

20 歳代
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遠
藤
　

重
男
・
山
形

太
田
　

邦
雄
・
岩
手

成
田
　

正
人
・
青
森

渡
部
　

康
光
・
宮
城

工
藤
　

克
之
・
秋
田

深
谷
　
　

純
・
福
島

50 歳代

柴
田
　

昌
一
・
山
形

三
浦
　

忠
和
・
福
島

亀
田
　

泰
文
・
青
森

飯
野
　

勝
幸
・
宮
城

阿
部
　

和
正
・
岩
手

有
馬
　
　

昇
・
秋
田

40 歳代
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〈
第
二
十
一
回東

北
少
年
柔
道
大
会
結
果
〉

　

優　

勝
：
五
所
川
原
柔
道
少
年
団

（
青
森
県
）

　

準
優
勝
：
剛
柔
館
藤
田
道
場
（
青
森
県
）

第
三
位
：
髙
橋
道
場　
　
　
（
山
形
県
）

小
友
唯
心
塾　
　
（
秋
田
県
）
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〈
第
二
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会

少
年
柔
道
形
競
技
会
結
果
〉

　

優　

勝
：
佐
藤　

風
翔
・
工
藤　

洸
優

（
青
森
県
）

　

準
優
勝
：
齋
藤　
　

竣
・
望
月
誠
志
朗

（
福
島
県
）

　

第
三
位
：
大
船　

瑞
季
・
佐
々
木
そ
ら

（
青
森
県
）

文
責　

広
報
部
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平
成
二
十
五
年
十
月
十
四
日
（
月
）
体

育
の
日
に
講
道
館
に
お
い
て
、
厚
生
労
働

大
臣
旗
争
奪
第
三
十
七
回
日
整
全
国
柔
道

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
チ
ー
ム
は
、
初
戦

は
四
国
と
対
戦
し
ま
し
た
。

先
鋒
：
松
田
選
手
（
秋
田
）
が
反
則
勝

ち
、
次
鋒
：
佐
藤
（
宮
城
）
が
一
本
負
け
、

中
堅
：
工
藤
選
手
（
青
森
）、
副
将
：
飯

野
選
手
（
宮
城
）、大
将
：
渡
部
選
手
（
宮

城
）
が
い
ず
れ
も
引
き
分
け
と
な
り
勝
数

が
同
じ
た
め
、
代
表
戦
に
も
つ
れ
込
む
展

開
と
な
り
ま
し
た
。
代
表
戦
で
は
、
先
鋒

の
松
田
選
手
が
出
て
優
勢
勝
ち
を
お
さ
め
、

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
チ
ー
ム
は
二
回
戦
へ

進
出
し
ま
し
た
。

二
回
戦
で
は
北
信
越
西
部
Ｂ
と
の
対
戦

と
な
り
ま
し
た
。

先
鋒
：
松
田
選
手
が
一
本
負
け
、
次

鋒
：
佐
藤
、
中
堅
：
工
藤
選
手
が
と
も
に

引
き
分
け
、
副
将
：
飯
野
選
手
が
一
本
負

け
、
大
将
：
渡
部
選
手
が
優
勢
勝
ち
と
な

り
惜
し
く
も
二
対
一
で
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
チ
ー
ム
は
二
回
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
県
代
表
選
手
は
そ

れ
ぞ
れ
に
「
や
っ
ぱ
り
負
け
る
と
、
も
の

凄
く
悔
し
い
」「
来
年
こ
そ
は
最
低
で
も

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

厚生労働大臣旗争奪

第37回 日整全国柔道大会
結果報告

平成25年10月14日㈪　講道館大道場

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ 

入
賞
し
よ
う
」「
来
年
は
も
っ
と
覇
気
を

だ
す
よ
」「
…
…
。」
と
口
に
し
、
ま
た
一

年
間
、
忙
し
い
業
務
の
合
間
や
終
了
後
、

休
日
に
稽
古
を
行
う
日
々
へ
と
笑
顔
で

帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

決
勝
進
出
を
も
狙
え
る
チ
ー
ム
、
組
合

せ
だ
っ
た
だ
け
に
悔
し
い
結
果
で
し
た
が
、

そ
れ
よ
り
も
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
選
手

に
大
き
な
怪
我
な
ど
が
無
か
っ
た
こ
と
が

一
番
の
喜
び
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

第
三
十
七
回
厚
生
労
働
大
臣
旗
争
奪　

日
整
全
国
柔
道
大
会　
　

結
果

優　

勝　
　

近　

畿　

準
優
勝　
　

東　

京　

第
三
位　
　

北
信
越
西
部
Ｂ

　
　
　
　
　

北
信
越
西
部
Ａ

最
後
に
、
各
県
の
会
長
を
は
じ
め
応
援

し
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
で
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
先
生
方

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
責　

柔
道
大
会
推
進
委
員
会

委
員
長　

佐
藤　

昭
彦
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東北ブロック代表チーム
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◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

文部科学大臣杯争奪

第22回 日整全国少年柔道大会
結果報告

平成25年10月14日㈪　講道館大道場

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ 

　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
四
日
体
育
の
日

に
、
第
二
十
二
回
文
部
科
学
大
臣
杯
争
奪

日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
へ
参
加
す
る
た

め
、
当
会
よ
り
木
村
清
徳
相
談
役
が
監
督

と
し
て
、
小
学
校
四
年
生
か
ら
六
年
生
で

編
成
さ
れ
た
宮
城
選
抜
チ
ー
ム
を
引
き
連

れ
て
、講
道
館
の
大
道
場
に
臨
み
ま
し
た
。

　

十
三
日
に
東
京
入
り
し
た
宮
城
選
抜

チ
ー
ム
は
意
気
も
高
く
、
父
兄
の
協
力

を
得
て
、
夕
方
か
ら
講
道
館
に
お
も
む
い

て
軽
い
練
習
で
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
チ
ー
ム
内
の
雰
囲
気
も
良
い
状
態

で
翌
日
の
試
合
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
結
果
は
一
回
戦
で
広
島
県

代
表
に
善
戦
す
る
も
３
─
０
で
惜
敗
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
の
収
穫
と
し
て
、
前
日
に
講
道
館

で
練
習
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
、
来
年
か

ら
は
練
習
の
時
間
を
作
る
よ
う
に
し
て
、

良
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
選
手
た
ち
に
と
っ

て
は
、
講
道
館
で
試
合
を
し
た
こ
と
が
自



��

信
に
つ
な
が
り
、
大
き
な
財
産
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
糧
に
し
、
更

に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

し
ま
す
。

文
責　

事
業
部
長　

佐
々
木　

俊
夫

宮城選抜チーム



30

日
本
柔
道
整
復
師
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会

会
長
会
お
よ
び
四
部
会　

出
席
報
告

　
　
　
　
　
平
成
二
十
五
年
九
月
七
日
㈯　
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　

平
成
二
十
五
年
九
月
七
日
（
土
）
江
陽

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
平
成
二
十

五
年
度
日
本
柔
道
整
復
師
会
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
会　

会
長
会
お
よ
び
四
部
会
（
学
術
・

保
険
・
広
報
・
柔
道
）
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
で
、
各
県
か
ら
の

様
々
な
提
案
や
要
望
が
出
さ
れ
、
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会

各
県
の
更
な
る
連
携
、
団
結
を
深
め
る
大

変
有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。

〈
会
長
会
〉

会　

場
：
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
　
　
　

十
三
階　

白
蘭
の
間

出
席
者
：
佐
藤　

金
一
（
青
森
）

　
　
　
　

及
川　
　

磨
（
岩
手
）

　
　
　
　

佐
藤　
　

環
（
秋
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田
会
長
代
理 

　
　
　
　

齊
藤　

勝
典
（
山
形
）

　
　
　
　

遠
藤　

寿
之
（
福
島
） 

　
　
　
　

松
元　

浩
二
（
宮
城
）

　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
田
会
長
代
理 

議　

題

1 

．
日
本
柔
道
整
復
師
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

会
に
対
し
て
（
意
見
、
要
望
等
）

2 

．
日
整
に
対
し
て
（
質
問
、
意
見
、
要

望
等
）

3
．
日
整
の
報
告
事
項
等
に
つ
い
て

4
．
そ
の
他

　
　

 「
日
整
全
国
柔
道
大
会
」
へ
の
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
会
選
出
の
審
判
に
つ
い
て
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〈
学
術
部
会
〉

会　

場
：
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
　
　
　

四
階　

千
歳
の
間

出
席
者
：
部
長　

櫻
田　
　

裕
（
宮
城
）

　
　
　
　
　
　
　

鶴
田　

直
司
（
青
森
）

　
　
　
　
　
　
　

笹
山　
　

明
（
岩
手
）

　
　
　
　
　
　
　

赤
川　

和
浩
（
秋
田
）

　
　
　
　
　
　
　

奥
山　

治
朗
（
山
形
）

　
　
　
　
　
　
　

内
藤　

良
博
（
福
島
）

　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

昌
彦
（
宮
城
）

議　

題

1 

．
平
成
二
十
五
年
度
東
北
学
術
大
会
宮

城
大
会　

報
告

2 

．
平
成
二
十
六
年
度
東
北
学
術
大
会
岩

手
大
会
（
要
項
等
）

3 

．
① 

日
本
柔
道
整
復
師
会
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
会
へ
の
質
問
、
提
案
、
要
望
事

項

　
　

②
各
県
へ
の
質
問
、
要
望
事
項

　
　

③
日
整
に
対
し
て
の
質
問
、
要
望

〈
保
険
部
会
〉

会　

場
：
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
　
　
　

四
階　

琥
珀
の
間

出
席
者
：
部
長　

関　

裕
二
郎
（
青
森
）

　
　
　
　
　
　
　

三
潟　
　

謙
（
青
森
）

　
　
　
　
　
　
　

菊
地　
　

信
（
岩
手
）

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

幸
（
秋
田
）

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

公
司
（
山
形
）

　
　
　
　
　
　
　

村
上　

英
一
（
福
島
）

　
　
　
　
　
　
　

若
井　
　

晃
（
宮
城
）

議　

題

1 

．
各
県
保
険
部
が
抱
え
て
い
る
問
題
事

例
に
つ
い
て
（
他
県
へ
の
質
問
、
資
料

提
出
の
要
請
等
）

2 

．
日
本
柔
道
整
復
師
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

会
保
険
部
に
対
し
て
（
意
見
、要
望
等
）

3 

．
日
整
保
険
部
に
対
し
て
（
質
問
、
意

見
、
要
望
等
）

4
．
そ
の
他
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〈
広
報
部
会
〉

会　

場
：
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
　
　
　

四
階　

芙
蓉
の
間

出
席
者
：
部
長　

大
河
内
誠
二
（
福
島
）

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
良
太
（
青
森
）

　
　
　
　
　
　
　

間
橋　

淑
宏
（
岩
手
）

　
　
　
　
　
　
　

関
口　

徳
彦
（
秋
田
）

　
　
　
　
　
　
　

相
澤　

久
敏
（
山
形
）

　
　
　
　
　
　
　

菅
野　

幹
夫
（
福
島
）

　
　
　
　
　
　
　

尾
形　
　

謙
（
宮
城
）

議　

題

1 

．
日
整
広
報
の
原
稿
締
め
切
り
、
発
行

に
つ
い
て

2
．
日
整
広
報
へ
の
要
望

3
．
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
広
報
の
将
来

4
．
各
県
の
広
報
活
動
に
つ
い
て

〈
柔
道
部
会
〉

会　

場
：
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
　
　
　

十
三
階　

紅
蘭
の
間

出
席
者
：
及
川　
　

磨
（
岩
手
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大
河
原
部
長
代
理

　
　
　
　

成
田　

正
人
（
青
森
）

　
　
　
　

藤
岡　

秀
明
（
岩
手
）

　
　
　
　

工
藤　

克
之
（
秋
田
）

　
　
　
　

武
田　

吉
和
（
山
形
）

　
　
　
　

緑
川　
　

聰
（
福
島
）

　
　
　
　

佐
藤　

昭
彦
（
宮
城
）

議　

題

1 

．
第
三
十
五
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
柔
道

大
会
に
つ
い
て

2 

．
第
二
十
二
回
東
北
少
年
柔
道
大
会
に

つ
い
て

3 

．
第
三
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
少
年
柔
道

形
競
技
会
に
つ
い
て

4
．
そ
の
他

　

な
お
、
審
議
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

文
責　

広
報
部
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平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
日
（
日
）、

保
険
全
体
研
修
会
終
了
後
、
フ
ォ
レ
ス
ト

仙
台
第
五
会
議
室
に
お
い
て
平
成
二
十
五

年
度
Ｓ
Ｖ
Ｍ
地
域
代
表
者
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｖ
Ｍ
（
接
骨
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
宮
城
）

立
ち
上
げ
当
初
か
ら
考
え
る
と
、
地
域
代

表
も
大
幅
に
入
れ
替
え
が
あ
り
ま
し
た
が
、

何
も
引
き
継
ぎ
が
無
く
運
営
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
問
題
点
で
も
あ
り
ま
し
た
。

沢
山
の
意
見
、
質
問
が
地
域
代
表
か
ら
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
よ
り
良
い
Ｓ

Ｖ
Ｍ
活
動
に
し
て
い
く
た
め
に
、
反
映
さ

せ
て
い
き
、
私
自
身
も
Ｓ
Ｖ
Ｍ
を
立
ち
上

平成25年度
SVM

地域代表者会議

げ
た
経
緯
を
も
う
一
度
紐
解
き
、
来
年
か

ら
は
、
当
会
が
活
動
を
す
る
上
で
、
地
域

に
密
着
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
地
域
代
表

と
連
携
、
協
力
し
、
公
益
で
、
且
つ
会
員

の
皆
様
に
も
有
益
な
活
動
が
で
き
る
Ｓ
Ｖ

Ｍ
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。文

責　

事
業
部
長　

佐
々
木　

俊
夫
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第22回
日本柔道整復接骨医学会

学術大会  参加報告
平成25年11月23日㈯・24日㈰

　

第
二
十
二
回
日
本
柔
道
整
復
接
骨
医
学

会
学
術
大
会
が
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月

二
十
三
日
㈯
・
二
十
四
日
㈰
に
東
京
有
明

医
療
大
学
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
会
は
、„「
教
養
」・「
研
究
」・

「
臨
床
」
─
深
化
と
調
和
─
＂
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
一
日
目
は
約
一
五
〇
〇
名
、
二

日
目
は
約
一
六
〇
〇
名
、
二
日
間
で
約
三

一
〇
〇
名
の
会
員
が
全
国
各
地
か
ら
集
う

大
会
と
な
り
、
盛
況
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
会
は
開
会
式
、
閉
会
式
が
無
く
、
八

会
場
で
同
時
進
行
の
た
め
、
会
員
か
ら
は

で
き
る
だ
け
多
く
の
発
表
を
聞
き
た
い
と

の
意
見
も
聞
か
れ
、
今
後
の
課
題
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

当
会
か
ら
は
、
四
名
の
会
員
が
発
表
い

た
し
ま
し
た
。

　

発
表
順
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

1
．
柔
道
整
復
師
と
介
護
予
防
に
つ
い
て

　

─�

身
体
機
能
の
質
の
向
上
と
認
知
症
予

防
に
与
え
る
影
響
と
効
果
の
検
証
─

中
川
接
骨
院　

中
川　

裕
章　

会
員

2�

．「
い
わ
ゆ
る
柔
整
捻
挫
・
挫
傷
」
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
の

考
察タ

ム
ラ
接
骨
院　

田
村　

博　

会
員

3�

．
足
踵
組
織
（heel�pad

）
の
退
縮
や

委
縮
に
よ
る
踵
骨
痛
（painful�heel

）

に
対
す
る
テ
ー
ピ
ン
グ
法
の
工
夫
・
第

二
報

　

仙
台
接
骨
医
療
専
門
学
校
・

　

岩
佐
接
骨
院　

岩
佐　

和
之　

会
員

４�

．
足
趾
し
び
れ
の
、
神
経
絞
扼
・
圧
迫

説
以
外
の
可
能
性
に
つ
い
て

　

住
吉
台
一
二
三
接
骨
院

　

吉
本　

豊　

会
員



3�

　

い
ず
れ
の
発
表
も
好
評
で
、
宮
城
県
の

代
表
と
し
て
十
分
に
役
割
を
果
た
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
学
会
の
中
で
興
味
深
い

内
容
で
あ
っ
た
発
表
を
二
つ
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

「
医
接
連
携
の
方
法
～
地
域
医
療
連
携
室

を
介
し
た
専
門
医
へ
の
紹
介
～
」

や
ひ
こ
接
骨
院　

和
田　

浩
一　

先
生

　

各
病
院
の
地
域
医
療
連
携
室
を
通
し
て

の
紹
介
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

医
師
と
の
信
頼
関
係
が
深
ま
り
、
の
ち
に

全
科
の
専
門
医
へ
の
診
療
予
約
の
許
可
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
医
接
連
携
が
創
ら
れ
、「
痛

め
た
ら
ま
ず
接
骨
院
に
受
診
し
状
況
に
応

じ
て
適
切
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
て
も
ら

え
る
」
基
盤
が
で
き
た
と
の
内
容
で
し
た
。

　

当
会
で
も
、
地
域
密
着
は
も
と
よ
り
他

業
種
と
の
連
携
を
模
索
し
て
い
る
中
、
こ

の
よ
う
な
活
動
は
大
変
参
考
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

「
柔
道
整
復
師
の
専
門
性
獲
得
過
程
に
お

け
る
「
場
」
の
重
要
性
」

　
　

 

セ
ル
テ
ッ
ク
新
潟
柔
道
整
復
師
養
成

学
院

稲
川　

郁
子　

先
生

　

柔
道
整
復
師
の
専
門
性
獲
得
に
つ
い
て

の
発
表
で
、
言
語
化
が
難
し
い
知
識
と
身

体
化
さ
れ
た
技
術
「
暗
黙
知
」（
コ
ツ
、

カ
ン
、
さ
じ
加
減
）
を
継
承
す
る
た
め
に
、

必
要
な
「
場
」
の
概
念
を
説
明
し
て
い
ま

す
。

　
「
人
が
何
か
に
上
達
す
る
ま
で
の
学
習

過
程
の
特
徴
」
と
し
て
、
強
い
内
発
的
な

動
機
づ
け
、
熟
達
ま
で
の
膨
大
な
時
間
、

積
極
的
な
関
連
情
報
の
収
集
・
構
造
化
の

生
起
、
教
え
合
っ
た
り
議
論
し
た
り
す
る

仲
間
の
存
在
、
異
な
っ
た
達
成
レ
ベ
ル
の

メ
ン
バ
ー
が
混
在
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
存
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
内
で
の
自
我

の
確
立
と
学
習
成
果
の
直
結
等
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

　
「
暗
黙
知
」
を
継
承
す
る
た
め
に
、
実

際
の
臨
床
の
「
場
」
に
参
加
し
「
場
数
を

踏
む
」
こ
と
が
決
定
的
な
前
提
に
な
る
と

し
て
結
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
最
近
の
接
骨
院
で
は
、
外
傷
自
体

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
骨
折
脱
臼
に
対
す
る
「
暗
黙
知
」

は
継
承
さ
れ
に
く
い
現
状
に
あ
る
こ
と
に
、

柔
道
整
復
師
と
し
て
の
危
機
感
を
感
じ
ま

し
た
。

　

今
回
、
学
術
大
会
に
参
加
す
る
機
会
を

与
え
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

他
の
会
員
の
考
え
や
活
動
が
リ
ア
ル
に

感
じ
ら
れ
、
自
分
の
中
で
も
多
々
啓
発
さ

れ
る
部
分
が
あ
り
、
当
会
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
再
来
年
は
、
仙
台
で
の
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
宮
城
の
会
員
に

と
っ
て
は
、
日
本
柔
道
整
復
接
骨
医
学
会

の
認
定
柔
道
整
復
師
の
要
件
を
満
た
す

チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
参

加
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

以
上
、
学
術
大
会
参
加
報
告
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

文
責　

学
術
部
長　

千
葉　

昌
彦
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が
ら
も
踊
り
終
え
た
小
学
生
の
ダ
ン
ス

チ
ー
ム
の
姿
は
、
救
護
班
と
し
て
大
き
な

怪
我
に
繋
が
ら
ず
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
雨
の
中
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
ス
テ
ー

ジ
を
終
え
た
彼
女
た
ち
の
達
成
感
溢
れ
る

笑
顔
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　

最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
の
方
が
、

練
習
中
に
母
指
を
痛
め
て
い
ま
し
た
が
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
応
急
処
置
を
し
「
あ
り
が

と
う
」
と
感
謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
無
事
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
こ
と
が
で

　

今
回
で
第
二
十
五
回
の
節
目
と
な
る

「
み
や
ぎ
の
・
ま
つ
り
」

　

今
年
は
全
国
的
に
記
録
に
残
る
大
型
台

風
の
影
響
に
よ
り
、
各
地
で
洪
水
や
土
砂

崩
れ
等
の
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
毎
年

天
候
に
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
は

仙
台
で
も
低
温
・
大
雨
に
見
舞
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
例
年
は
お
よ
そ
十
万
人
も

の
方
々
が
来
場
さ
れ
る
区
民
祭
り
で
す
が
、

悪
天
候
の
中
で
も
約
四
分
の
一
の
二
万
五

千
人
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
中
学
生
の
出
店
や

沿
岸
部
被
災
市
町
村
の
方
々
に
よ
る
復
興

市
、
県
内
外
か
ら
も
多
数
の
出
店
が
あ
り

今
も
尚
、
宮
城
に
必
要
で
あ
ろ
う
„
活

気
＂
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

途
中
、
滝
の
よ
う
な
雨
が
降
り
、
メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
で
滑
り
転
び
そ
う
に
な
り
な

〈
会
員
投
稿
〉

「
み
や
ぎ
の
・
ま
つ
り
」を

振
り
返
っ
て

　
　

Ｓ
Ｖ
Ｍ
宮
城
野
区　

接
骨
院
い
な
ば

　
　

準
会
員　

酒
井　

孝
文

き
た
の
は
、
救
護
班
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
悪
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
お
集

ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
、
医
療
機

器
メ
ー
カ
ー
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
底
力
を
見
せ
た
東
北
楽
天

イ
ー
グ
ル
ス
の
よ
う
に
魂
を
込
め
て
、
今

後
も
地
域
に
根
差
し
た
治
療
を
目
指
し
て

い
き
た
い
で
す
。



3�

ト
ピ
ッ
ク
ス

　

か
ら
だ
サ
イ
エ
ン
ス
柔
整V

ersion

第
一
一
一
号
（
平
成
二
十
五
年
八
月
十
五
日
発
行
）

に
当
会
の
櫻
田
裕
会
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
ト
ッ
プ
最
前
線
」
と
公
益
社
団
法
人
日
本
柔
道

整
復
師
会
第
三
十
四
回
東
北
学
術
大
会
宮
城
大
会
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

掲
載
記
事
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

トップ最前線（からだサイエンス柔整Version　第111号掲載）
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トップ最前線（からだサイエンス柔整Version　第111号掲載）
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トップ最前線（からだサイエンス柔整Version　第111号掲載）
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公益社団法人日本柔道整復師会第34回東北学術大会宮城大会　（からだサイエンス柔整Version　第111号掲載）
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公益社団法人日本柔道整復師会第34回東北学術大会宮城大会　（からだサイエンス柔整Version　第111号掲載）
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平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
三
日
（
土
）、
登
米

市
迫
町
の
ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
佐
沼
に
お
い
て
、

全
日
本
柔
道
連
盟
副
会
長
山
下
泰
裕
氏
の
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
豊
里
柔
道
ク
ラ
ブ
創
立
四
十
周

年
記
念
と
し
て
、
山
下
泰
裕
氏
講
演
会
実
行
委
員
会

が
主
催
、
当
会
の
寺
澤
豊
志
会
員
が
実
行
委
員
長
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
山
下
氏
」
を
テ
ー
マ

に
、
山
下
氏
と
寺
澤
会
員
の
対
談
形
式
で
行
わ
れ
ま

し
た
。（
左
記
新
聞
記
事
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
参
照
）

河北新報　平成25年12月3日朝刊

公益社団法人日本柔道整復師会第34回東北学術大会宮城大会　（からだサイエンス柔整Version　第111号掲載）

トピックス
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い
つ
も
本
会
事
務
業
務
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
県
内
分
の
毎
月
の
レ
セ
プ
ト
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
療
養
費
審
査
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
月
の
中
旬
頃
ま
で

に
提
出
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
は
、

毎
月
十
日
（
全
国
統
一
）
を
期
限
に
提
出

し
て
ほ
し
い
旨
、
通
知
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
レ
セ
プ
ト
業
務
を
そ
の
日
程
に
間
に

合
わ
せ
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
人
的
増

員
を
始
め
、
残
業
時
間
の
増
大
な
ど
、
大

幅
な
コ
ス
ト
ロ
ス
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
効
率
良
く
業
務
を

遂
行
す
る
た
め
の
対
応
策
と
し
て
、現
在
、

レ
セ
プ
ト
読
み
取
り
機
の
導
入
を
前
向
き

に
検
討
し
、
準
備
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
ま
ず
は
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。
本
シ
ス
テ
ム
は
、
既
に
公

益
社
団
法
人
東
京
都
柔
道
接
骨
師
会
に
お

い
て
導
入
さ
れ
、
業
務
実
績
を
上
げ
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
ご
厚
意
に
よ
り
、
十
一

月
二
十
七
日
に
当
会
担
当
者
が
伺
い
、
職

員
の
方
々
か
ら
ご
説
明
を
い
た
だ
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

本
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
会
員
の
皆
様

に
は
、
帳
票
添
付
や
Ｆ
Ｄ
・
Ｕ
Ｓ
Ｂ
等
の

デ
ー
タ
が
一
切
不
要
に
な
る
等
の
メ
リ
ッ

ト
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
本
会
事
務
業
務

効
率
化
等
の
効
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ

ら
に
検
討
を
重
ね
ま
し
た
後
に
、
改
め
て

詳
細
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
よ
り
効
率
化
さ
れ
た
、
会

員
の
皆
様
に
利
便
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
事
務
局
体
制
作
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

文
責　

事
務
長　

舟
山　

清
美

レ
セ
プ
ト
業
務
効
率
化
の
検
討
に
つ
い
て
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① 氏名　② 生年月日　③ 院名　④ 開設年月日　⑤ 出身校　⑥ 出身地　⑦ 趣味・特技　⑧ 理念

新入会員紹介

①　庄子　拓郎
②　昭和�0年3月�4日
③　整骨院　庄子
④　平成��年8月��日
⑤　仙台接骨医療専門学校
⑥　宮城県仙台市
⑦　映画鑑賞　食べ歩き
⑧　自然治癒力を最大限発揮する治療を目指す。

①　髙橋　潤
②　昭和��年�月��日
③　ひだまり整骨院
④　平成��年8月��日
⑤　赤門鍼灸柔整専門学校
⑥　山形県天童市
⑦　趣味：映画・DVD鑑賞
　　特技：テーブルマジック、パズル
⑧　 患者さんがいつまでも自分の足で歩けるよ

うに治療と指導を行います。

①　鈴木　拓
②　昭和�0年�0月��日
③　整骨鍼灸院ひらく
④　平成��年8月��日
⑤　赤門鍼灸柔整専門学校
⑥　宮城県名取市
⑦　旅行、グルメ
⑧　 さまざまな疾病、ケガの苦痛から患者さま

を笑顔にする

①　渡邉　涼平
②　平成�年3月�日
③　もみの木整骨院
④　平成��年�月�日
⑤　東日本医療専門学校
⑥　宮城県仙台市
⑦　ドライブ、料理
⑧　 おもてなしの心や、やさしさ、感謝の気持

ちを忘れず、健康のサポートをしつつ、笑
顔を広げる整骨院にしていくこと。
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①　遠藤　友誉
②　昭和��年8月��日
③　あけの平整骨院
④　平成��年�月�日
⑤　赤門鍼灸柔整専門学校
⑥　宮城県加美郡加美町
⑦　サッカー、ドライブ
⑧　常に変化のある治療

①　坂本　孝二
②　昭和3�年��月�8日
③　本田接骨院
④　院長交代　平成��年�0月�3日
⑤　東日本医療専門学院
⑥　宮城県仙台市
⑦　スポーツ全般　釣り（海、渓流）
⑧　 地域密着の接骨院。早期治癒を目指す接骨

院の確立

①　山崎　義太郎
②　昭和��年�0月�日
③　東松島接骨院
④　平成��年��月��日
⑤　仙台接骨医療専門学校
⑥　宮城県塩竈市
⑦　釣り、柔道　
⑧　患者さん目線の治療を心掛けています

①　内海　友紀
②　昭和�8年��月��日
③　ウッチー接骨院たかさき
④　平成��年�0月�日
⑤　仙台接骨医療専門学校
⑥　宮城県
⑦　映画鑑賞
⑧　感謝の気持ちを忘れない
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訃 

報

長
年
の
当
会
へ
の

多
大
な
る
ご
尽
力
に
対
し
心
よ
り
感
謝
し

悲
し
い
お
別
れ
に
際
し

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

本
田　

惠
之
助　
会
員（
享
年
七
十
五
歳
）

（
平
成
二
十
五
年
十
月
十
八
日
没
）

入
会
年
月
日　

昭
和
五
十
三
年
五
月
十
八
日
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依頼団体名 日時 合計

さわやか杯　第��回　宮城県スポーツ
少年団柔道の形競技大会

8/�� �

�0�3年度　スペシャルオリンピックス
日本・宮城　バスケットボールプログラ
ム

�/� �

第3回　宮城県昇段審査会 �/� �

�0�3年度　スペシャルオリンピックス
日本・宮城　バスケットボールプログラ
ム

�/8 �

宮城ヘルシー �0�3
ふるさとスポーツ祭石巻地区大会

�/8 �

第�3回　河北新報・石巻かほく杯争奪
宮城県少年少女柔道大会

�/8 �

東日本大震災復興祈念　「共に目指そ
う　バリアフリー！」　第�3回塩竈市
民スポーツフェスティバル

�/8 �

平成��年度　民間指導者育成事業
「生涯現役～あなたも心と体のサポー
ター」

�/�4 �

第3回　仙台中央警察署協議会 �/�8 �

みやぎ国体開催記念杯　第�3回宮城
県スポーツ少年団学年別柔道大会

�/�3 �

�0�3年度　スペシャルオリンピックス
日本・宮城　バスケットボールプログラ
ム

�/�� �

気仙沼・本吉地区中学校総合体育大
会　新人柔道競技

�/�� �

仙台市若林区学区町内連合大運動会 �/�� �

平成��年度　石巻地区中学校新人総
合体育大会
第40回石巻地区中学校新人柔道大会

�/�� �

第44回　宮城県警察逮捕術大会 �0/3 �

平成��年度　栗原市柔道協会　昇級
審査会・昇段審査会

�0/� �

平成��年度　ジュニアブロック合宿及
び柔道フェスタ

�0/��,
�3,�4 �

依頼団体名 日時 合計

第38回　宮城県防具付空手道選手権
大会

�/� �

第3�回　山下旗柔道大会 �/� �

塩竃市父母教師会連合会球技大会 �/� �

平成��年度　民間指導者育成事業
「生涯現役～あなたも心と体のサポー
ター」

�/�3 �

第�0回　記念　登米・栗原対抗柔道
大会

�/�4 �

志波彦神社・塩竃神社奉納　第��回
御神旗争奪　少年剣道錬成大会

�/�4 �

平成��年度　民間指導者育成事業
「生涯現役～あなたも心と体のサポー
ター」

�/�� �

第�回　宮城県昇段審査会 �/�� �

塩釜神社杯　バレーボール大会 �/�8 �

第�8回　松島マリンカップジュニア
ユースサッカーフェスティバル

�/�8 �

明神社奉納相撲大会　石巻わんぱく
相撲大会

8/� �

平成��年度　民間指導者育成事業
「生涯現役～あなたも心と体のサポー
ター」

8/�0 �

出張！元気応援教室（二次予防　普及
啓発）

8/�� �

第��回　仙台市スポーツ少年団学年
別柔道大会

8/�8 �

平成��年度　民間指導者育成事業
「生涯現役～あなたも心と体のサポー
ター」

8/�4 �

みやぎヘルシー �0�3
ふるさとスポーツ祭登米地区大会

8/�� �

みやぎヘルシー �0�3
ふるさとスポーツ祭栗原地区大会

8/�� �

SVM活動状況
（平成25年7月1日～平成25年11月30日迄）



48

依頼団体名 日時 合計

第33回　飛翔杯柔道大会 �0/�3 4

第��回　気仙沼市空手道交流大会 �0/�3 �

第4�回　名取市民スポーツ祭　健康づ
くりトータルスポーツ大会

�0/�4 �

�0�3年度　スペシャルオリンピックス
日本・宮城　バスケットボールプログラ
ム

�0/�0 �

第��回　県民体育大会柔道競技
平成��年度　宮城県柔道段別選手権
大会（四段以下）　平成��年度宮城県
高段者柔道大会（五段以上）

�0/�0 �

第��回　みやぎの・まつり �0/�0 �

若林区ふるさとまつり　健康づくりフェ
スティバル

�0/�0 3

第3�回宮城県スポーツ少年団柔道交
流大会さわやか杯宮城県スポーツ少年
団女子柔道交流大会

（兼第33回スポーツ少年団東北ブロッ
ク柔道交流大会県予選）

�0/�� �

震災復興祈念　第3�回　気仙沼市長
杯少年柔道大会

��/3 �

第�回　綱引き大会 ��/4 �

平成��年度　民間指導者育成事業
「生涯現役～あなたも心と体のサポー
ター」

��/� �

第��回　宮城県中学校新人柔道大会 ��/� �

�0�3年度　スペシャルオリンピックス
日本・宮城　バスケットボールプログラ
ム

��/�0 �

第4回　宮城県昇段審査会 ��/�0 �

出張！元気応援教室（二次予防　普及
啓発）

��/�� �

第��回　宮城県柔道団体優勝大会 ��/�� �

平成��年度　宮城県学年別柔道チャ
ンピオン大会

��/�� �

依頼団体名 日時 合計

第�0回　宮城県北・岩手県南柔道ス
ポーツ少年団　交流大会

��/�3 �

第�0回　やまびこ杯争奪少年フットサ
ル交歓大会

��/�3 �

�0�3年度　スペシャルオリンピックス
日本・宮城　バスケットボールプログラ
ム

��/�4 �
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平成25年7月～平成25年11月　会務報告
9　　月 8　　月 25年　　7　　月

� 日 はればれ教室（石巻市） � 木 「いい日いい汗栄養まつり」説明会 � 月 東北ブロック会準備会

� 月 東北厚生局柔整師個別指導立会 � 金
療養費審査委員会分離開催に伴う
打合せ会 � 火 保険個別指導

3 火 手書き会員レセ提出締切日
公益法人担当者説明会 3 土 手書き会員レセ提出締切日 3 水 手書き会員レセ提出締切日

会館地鎮祭

4 水 東北厚生局柔整師個別指導立会 4 日 柔体操指導者講習会in東京 4 木 元気応援教室意見交換会
宮整マスター修正作業

� 木 月初送金日 � 月 月初送金日
はればれ教室説明in石巻市役所 � 金 月初送金日

東北厚生局個別指導立会

� 金 レセコン会員レセ提出締切日 � 火 レセコン会員レセ提出締切日
新入会員保険勉強会 � 土

レセコン会員レセ提出締切日
新入会員保険勉強会
仙台市委託事業元気応援教室
北海道大会前夜祭

� 土
東北ブロック会4部会及び会長会
柔道選手合同練習
仙台市委託事業元気応援教室

� 水 独立会員面接�名 � 日 日整学術大会北海道

8 日 新入会員保険勉強会 8 木 8 月

� 月 会館建設工事第�回全体会議
県医療整備課医務班訪問 � 金 会館建設工事第�回全体会議 � 火

�0 火 損保料率機構（自算会）情報交換会
顧問秋葉議員との勉強会 �0 土 はればれ合同委員会事前研修

in赤門国分町校舎 �0 水 新入会員面接�名

�� 水 新入会員面接�名 �� 日 �� 木 はればれ石巻教室開催第�回事前会議
東北ブロック大会準備会議

�� 木 独立会員面接�名
審査委員会国保・協会健保）レセ提出 �� 月 �� 金 広報部会

�3 金 民間放送療養費請求の件での訪問 �3 火 新入会員面接�名 �3 土 仙台市委託事業元気応援教室

�4 土 仙台市委託事業元気応援教室 �4 水 �4 日

�� 日 40回日整親善ゴルフ大会夕食会 �� 木 審査委員会（国保・協会健保）レセ提
出 �� 月

�� 月 40回日整親善ゴルフ大会中止（台風） �� 金 協会健保療養費審査委員会 �� 火 三本菅公認会計士経理精査

�� 火 国保連合会療養費審査委員会
月報精査:公認会計士 �� 土 �� 水 柔道整復療養費審査委員会

東北ブロック大会準備会議

�8 水 協会健保療養費審査委員会 �8 日 �8 木 事業部会

�� 木 �� 月 国保連合会療養費審査委員会
保険関連打合せ会 �� 金 東北ブロック会第4回理事会

東北厚生局個別指導立会

�0 金 三役会・第�回理事会 �0 火 �0 土
H��年度東北ブロック会柔道大会
　　　　　　　宮城県大会懇親会
仙台市委託事業元気応援教室

�� 土 仙台市委託事業元気応援教室
「柔道整復学」構築研究委員会 �� 水 �� 日 H��年度公社日整第34回東北ブロッ

ク会学術大会宮城大会

�� 日 �� 木
公認会計士による会計精査
介護企画推進室企画会議
ブロック経理関係打合せ

�� 月

�3 月 �3 金 健保連訪問 �3 火 独立会員面接�名

�4 火 �4 土 �4 水 新入会員面接�名

�� 水 顧問土井議員国政報告会 �� 日 �� 木 顧問森山弁護士訪問　櫻田会長

�� 木 保険部会（返戻レセ確認作業） �� 月 広報に関する会議 �� 金 第�回理事会・監査会・評議委員会

�� 金 健保連宮城との打合せ �� 火 保険部会（返戻レセ確認作業）
気仙沼市へ挨拶訪問 �� 土

仙台市委託事業元気応援教室
「柔道整復学」構築研究員会　
電子書籍打合せ会

�8 土 仙台市委託事業元気応援教室
顧問愛知議員国政報告会 �8 水 �8 日 はればれ教室気仙沼会場下見

�� 日 �� 木 事業部会 �� 月 保険部会（返戻レセ確認作業）

30 月 月末送金日・連絡袋発送
保険関連個別面談 30 金 月末送金日・連絡袋発送 30 火

日整HP打合せ
はればれ（企画室会議）
復興庁説明会

3� 土 3� 水 月末送金日・連絡袋発送
JA共済連打合せ
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11　　月 10　　月
� 金 � 火 保険関連個別面談

� 土 仙台市委託事業元気応援教室
研修試験財団��周年記念式典 � 水 東北厚生局との執行部打合せ会

3 日 群馬県4�周年記念式典 3 木 手書き会員レセ提出締切日
事業部会

4 月 4 金

� 火 手書き会員レセ提出締切日
月初送金日 � 土 仙台市委託事業元気応援教室

� 水 レセコン会員レセ提出締切日
新入会員保険勉強会 � 日

レセコン会員レセ提出締切日
はればれ教室（気仙沼市）
日整保険部長会議

� 木
第3回監査会
全国健康保険協会宮城支部第�回事務
打合せ会

� 月 月初送金日
日整業界説明in東北柔専

8 金 介護企画会議
JA共済連打合せ会 8 火 新入会員保険勉強会

会館建設工事第3回全体会議

� 土 仙台市委託事業元気応援教室
日整学術大阪大会夕食会 � 水 全国地域安全運動宮城県大会

新入会員面接�名

�0 日 日整学術大会大阪　
宮整ゴルフ愛好会Gコンペ �0 木

�� 月 �� 金 保険部会

�� 火 安全学校業務運営会議 �� 土 仙台市委託事業元気応援教室
卒後臨床研修in仙台医健

�3 水 審査委員会（国保・協会健保）レセ提
出 �3 日 日整学術講習会・生涯学習会

東北ブロック会柔道選手壮行会

�4 木 �4 月 日整全国柔道大会
（少年・少年形・大人）

�� 金 国保連合会療養費審査委員会 �� 火 審査委員会（国保・協会健保）レセ提
出

�� 土 仙台市委託事業元気応援教室 �� 水 国保連合会療養費審査委員会
総会・保険研修会打合せ会

�� 日 介護保険研修会 �� 木

�8 月 協会健保療養費審査委員会 �8 金 協会健保療養費審査委員会

�� 火 看護協会会長を表敬訪問 �� 土
第��回宮城大会監査
東北ブロック会第�回理事会
仙台市委託事業元気応援教室

�0 水 �0 日
臨時総会・保険全体研修会
SVM地域代表者会議
柔整スクール事前会議

�� 木 三本菅公認会計士経理精査 �� 月 健保連宮城打合せ

�� 金 �� 火 会館建設工事第4回全体会議

�3 土
仙台市委託事業元気応援教室
いい日いい汗栄養まつり
接骨医学会第��回学術大会in東京

�3 水 新入会員面接�名

�4 日 接骨医学会第��回学術大会in東京 �4 木 健保連宮城打合せ
公認会計士経理精査

�� 月 会館建設工事第�回全体会議 �� 金 健保組合訪問説明

�� 火 はればれ教室総括会議開催 �� 土 仙台市委託事業元気応援教室
卒後臨床研修会in仙台医健

�� 水 都柔接会へ研修
保険部会（返戻レセ確認作業） �� 日 栄養士会生涯学習研修会講師派遣

�8 木 �8 月

�� 金 第3回JIMTEF災害医療研修コース
月末送金日・連絡袋発送 �� 火 健保連宮城との情報交換会

30 土 第3回JIMTEF災害医療研修コース
学術部会 30 水 仙台接骨医療専門学校包帯巻きコン

テスト

3� 木 月末送金日・連絡袋発送



��

宮城県「柔道整復学」構築学会　賛助会員

株式会社　エス・エス・ビー
株式会社　カナケン
株式会社　グローバー
日本プロジェクト　株式会社
燦ケアサービス　株式会社
株式会社　パールシャープ仙台
ダイヤ工業　株式会社
ミナト医科学　株式会社
株式会社　OA.システムシャープ

　宮城県「柔道整復学」構築学会の活動をご理解頂き、学会を支えて頂く賛助会員各社
でございます。
　宮城県「柔道整復学」構築学会は、会員の皆様が、レセプトシステム・超音波診断装置・
医療機器・衛生材料・医薬品のご用命の際には、宮城県「柔道整復学」構築学会として、
賛助会員各社を会員の皆様に推奨致します。

宮城県「柔道整復学」構築学会推奨



��



�3



�4

〒981-8002　仙台市泉区南光台南２丁目１７－８
ＴＥＬ０２２（７８１）７３８８　ＦＡＸ０２２（７８１）７３８９
ＵＲＬ　http://growber-medical.com　　Ｅ-mail growber@nifty.com

医療機器・医薬品・福祉用具・開業支援

バンド一つであらゆる運動・引き締め・ストレッチが可能。

こんな便利なバンド見たことない!！

硬さ

ふつう

定　価
￥２，２００（￥２，３１０）

定　価
￥１，９００（￥１，９９５）

硬さ

やわめ

魔法のバンド
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－ 73－
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ダイヤ工業では

0120-02-12460120-01-1245 フリーファックス
フリーダイヤルTEL FAX



��



�0

？ ！

？ ！

株式会社 OA. システムシャープ
東京都中野区新井 2-6-5 DSK 情報センタービル 3F

TEL/FAX 03-5343-2531/ 03-5343-2532
mail : info@oasharp.co.jp

平成 25 年 2 月分　施 術 状 況 説 明 書

松岡 隆史 様

保険者様からの調査票に関するお問い合わせについて、ご連絡致します。
下記に、患者様のお問い合わせ該当月の施術の状況を示します。
調査票へご回答の際には、この説明書も参考にしていただければ幸いです。
記載等に関して不明な点がございましたら、ご遠慮なくお気軽にお問い合わせ下さい。
（※ＦＡＸ等をご利用されてのお問い合わせにも対応可能です。）

平成 25 年 2 月 8 日現在

負傷名（負傷ヶ所） 負傷日・開始日 負傷日・開始日 顛　末 負 傷 の 原 因

頚部捻挫

右肩関節捻挫

腰部捻挫

1

2

3

4

5

平成 25 年 2 月 3 日負傷

平成 25 年 2 月 3 日負傷

平成 25 年 2 月 3 日負傷

平成 25 年 2 月 4 日開始

平成 25 年 2 月 4 日開始

平成 25 年 2 月 4 日開始

継　続

継　続

継　続

◎施術状況

◎通院日 （下線は日曜、祝日を示します。）

2月 3 日から

2月 3 日から

2月 3 日から

2月 4 日まで  1 日間

2月 4 日まで  1 日間

2月 4 日まで  1 日間

2月

朝自宅でベットから起き上がろうとした際にふらついて落ち首を痛めた。

朝自宅でベットから起き上がろうとした際にふらついて落ち腰を痛めた。

朝自宅でベットから起き上がろうとした際にふらついて落ち右肩を痛めた。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

○

実日数

1日

シャープ接骨院　院長　香川　一郎
TEL 087-868-1611
FAX 087-865-0660
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宮城県「柔道整復学」構築学会　投稿・発表規定

2008年（平成20年）11月8日制定

1．投稿・発表について

　　 　本学会への投稿及び発表は、原則として宮城県「柔道整復学」構築学会の会員に限るが、特に本会に寄
与する論文と判断され、本会の会員が1名以上の共著者となっていれば会員外の投稿及び発表も受理し
ます。

　　　以下の6つのポイント（約束事、常識）をふまえて、しかも積極的に、気軽にどうぞ公にして下さい。
　　 　1997年（平成9年）、第6回日本柔道整復接骨医学会総会時の、金城　孝治会長の講演にありました言

葉、「職域拡大には・・・医療知識と技術の向上によってのみ可能である」は、今こそむしろ大切かと思
います。

2．ケースレポートの仕方

　①　ケースレポートをする意義は；
　　ⅰ）非常にめずらしい（レアrare）疾患の場合
　　ⅱ）めずらしい疾患ではないが、特異な経過・転帰をたどったケース
　　ⅲ）治療・施術への反応が独特であったケース
　　ⅳ）新治療法・技術の開発・試行・実験治療を行ってみた場合の効果
　　ⅴ）非常に、取り扱いや施術・治療・リハビリに苦慮したケース
　②　どこの誰であるかが推定できそうな表現は絶対不可（個人情報保護）です。
　　症例1、症例2などとします。
　③ 　この場合も、症例のデータ（写真など）について、自分（達）のものでない場合には、借用先を明記して

下さい。

3．データのまとめ方

　① 　X線、MRI、その他全てのデータについて、自分（達）が採取したものでない場合には、借用先を明記
して下さい。（著作権の問題）

　② 　データの計数が1ケタ（5例、8例など）の場合に、安易に平均値（代表値の1つ）を出しますと片寄った
値になることがあります。その場合には中央値の方が妥当です。

　③　各症例について、誰であるか見当がつきそうな表現はなさらないように（個人情報保護）して下さい。
　　表記は、例えば症例1、症例YZなど。

4．発表要旨（抄録）の書き方

　① 　5W1H（whenいつ、whereどこで、who誰が、what何を、whyどんな目的で、howどのように）が分か
るように書いて下さい。

　② 　＜目的＞＜方法＞＜結果＞＜考察＞＜結論＞の順に、要領よく短くまとめます。＜結果＞には、得ら
れた事実のみを書きます。

　③　文章は全て「～であった」「～となった」の、である調、過去形となります。
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　④　発表者としての主語を入れる必要がある場合には、「われわれは～」「演者らは～」などと書きます。
　⑤ 　原稿は、パソコンのワープロソフトなどで作成し、A4版用紙に横書きとします。手書原稿は採用しま

せん。

5．執筆要綱

　　　投稿論文の種類と内容説明

　　　原著論文　：　新規かつオリジナルであることが構築研究委員会において認められたものです。
　　　　　　　　　　内容が新しい情報、理論の提示を通して独創性を主張できるものです。
　　　　　　　　　　明確な研究結果として一定の結論が得られたものです。
　　　症例報告　：　症例の臨床経験に基づいた研究をおこなって考察が得られたものです。
　　　研究資料　：　柔道整復、あるいはそれに関連した資料を主とした情報を提示したものです。
　　　短　　報　：　内容は原著に近いが短く結論の速報として書いたものです。
　　　治療技術　：　客観的情報を示し、オリジナル性の高いものです。
　　　そ の 他　：　柔道整復に関する多方面からの記事を含み、会員の質的向上に貢献できるものです。

6．論文の構成

　　　表　　　題　：　内容を具体的に表し、かつ簡潔な表現とします。
　　　　　　　　　　　用語には、キーワードを含むように工夫して下さい。
　　　著 者 名　：　著者は本研究に寄与するところの大きい人のみとします。
　　　　　　　　　　　研究の協力者は謝辞の中で記載して下さい。
　　　要　　　旨　：　目的、方法、結果、結論を簡潔に記載して下さい。
　　　キーワード　：　主に主題および要旨から選び、論文の内容を最も適切に表す言葉とします。
　　　本　　　文　：　1）はじめに（序文、まえがき、緒言）
　　　　　　　　　　　　　本研究の背景、経緯、意義などを述べる導入部分。
　　　　　　　　　　　　　これまでの研究との関連性を記載します。
　　　　　　　　　　　2）対象および方法
　　　　　　　　　　　　　用いた理論、条件、材料、方法、手順などを記載します。
　　　　　　　　　　　　　特に、方法は関連研究者が追試できる内容とします。
　　　　　　　　　　　3）結果
　　　　　　　　　　　　　実験結果、データ紹介、明らかとなった関連性、観察結果、効果などを記載します。
　　　　　　　　　　　4）考察
　　　　　　　　　　　　　 結果の分析と検討、結果の比較と評価、問題提起、今後の課題、示唆などを記載

します。
　　　　　　　　　　　5）結論（まとめ、結語）
　　　　　　　　　　　　　本研究の結果内容を簡潔に記載します。
　　　図・写真・表　：　 本文に示した順に掲載し、その図表の番号や説明は図では下に、表では上につけて

下さい。
　　　そ　の　他　：　原稿には一連のページ数を記載して下さい。
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7．発表の仕方

　①　パワーポイント、スライドなど、視聴覚メディアをうまくお使い下さい。
　②　発表時間の厳守
　　　例）　8分間→400字詰原稿用紙8 ～ 9枚
　　　　　10分間→400字詰原稿用紙10 ～ 11枚です。
　③ 　慣れていない方は、必ず発表用の下書き原稿を②に合わせて書くことをお勧めします。ルーズに進め

ると、必ず結論へ行かない前に終わってしまいます。
　④　ここでも5W1Hを要領よく入れて下さい。

8．提出

　　 　発表原稿、発表時使用データの提出は、所定の期日までに刷り上り（プリント）1部に、原稿のファイ
ルを書き込んだ電子媒体（フロッピーディスク、CD-R、USBなど）を添えて、事務局宛に送付して下さい。

　　又は、E-mailで事務局宛にファイルを直送して頂いても構いません。
　　但し、使用ソフトやファイル形式については、事前に受理可能かどうか事務局に確認して下さい。
　　　投稿原稿、発表時使用データ及び記録媒体は返却しません。

9．校正

　　　校正は著者が責任を持って行い、校正後の原稿、データを投稿して下さい。

10．送付先

　　「学会誌原稿、発表データ」と朱書して、下記に送付下さい。

　　　〒980-0011　宮城県仙台市青葉区上杉二丁目9番8号
　　　　　　　　　　公益社団法人宮城県柔道整復師会　内
　　　　　　　　　　　宮城県「柔道整復学」構築研究委員会　事務局
　　　　　　　　　　　TEL：022-262-9181　　FAX：022-262-4181
　　　　　　　　　　　E-mail：mjs＠mjs.or.jp
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